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書籍「お仕事がんばります」を読んで

「 雑 学 」 バ ッ ク ナ ン バ － 書 籍 等 読 後感 関 係 （Ⅱ ） Ｐ で 紹介 し て いる 書 籍 「お 仕2005.4.4.

事がんばります」を、読み終えた。

既著の２冊： 自閉症の息子と共に① ありのままの子育て 「自閉症の息子と共に「 」、

」 （「 」 （ ）② 自立への子育て の読後感 雑学 バックナンバ－サイト書籍等読後感関係 Ⅰ

Ｐ： 「 母親とい うより 、正に 教育実践 家！ ： 参照 ） でも触 れたが、繰り返しの2004.8.29. 」

感想になるが やはり著者であるこの母親は 凄い！ その行動力には 圧倒されっ放し！、 、 、

子育て、家庭、薬剤師としての勤め、社会法人運営、講演、等々をしながらの原稿を書

く能力、エネルギ－が、まず凄い！母親としての感情、思いの表現だけでなく、スキルを

具体的に記しているところが、また凄い！それを記すだけの記録を、その時々に録ってい

たことが、これまた凄い！（親としての記録のスキルまで記してくれている ）。

うまく表現できないが 「思うこと」と「考えること」は違う。著者は、子育ての折々、

に「思った」ことを「考えたこと」にまで昇華している。これまた、凄い！

折々考えたことを、スキルとして（例えば、数字として覚えるだけでなく数概念として

の教え方の工夫、地域の理解・協力を得るための工夫、等々 、また、その解説まで記し）

ているので、他の親の子育てに、また、地域福祉に取り組む人に参考になるだろう。

また、我々、障害児・者に係わる者としての反省と検証を促される。

著者は「専門家は、指導や助言以上に、親の不安感を取り除いてください。親にエネル

。 。ギ－をいっぱい与えてください そうすれば親子で前向きに生きていく勇気が生まれます

それは、障害を治すこことと同じくらい、いえ、それ以上にありがたいことです 」と。

記している。

、 、 、 、このことは 私たちはついつい まず相手を理解しようとしがちであるが それ以前に

相手から理解者と思われるように、まずは本人、ご家族の思いに寄り添って支援すること

の大切さを示唆していると思う。

障害児・者への支援に関係機関（者）は、往々にして「前例がないから……」と逃げ腰

、 、 、「 、 」が多いが 著者は３０数年 ご子息の思いに寄り添い 前例がないなら 前例になろう！

と色んなことにチャレンジし、実現してきた。

これからも、真の「地域で生きる」の意味を実現すべく、サポ－トセンタ－活動にチャ

レンジしている著者とその仲間に、エ－ルを贈りたい！

追伸：私の当感想が著者たちのサポ－トセンタ－活動の機関誌「あおぞら」に載せて下

さいましたので、そのコピ－は２Ｐに、また、出版社の書籍案内・紹介パンフ（コピ－）

は３Ｐに、転載しましたのでご覧下さい。

（ 年 月 日 記）2005 4 16






